
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 かけはし③ 名前

熱 ステップ3 月 日

学校の理科 → かけはし ステップ ① ② ③ → 単元プリント「熱」

1 とけている間・ふっとうしている間 標準

氷1gをとかすのに必要な熱は、水1gを80℃上げるのに必要な熱と同じとします。ある火力で水

100gは、1分間に10℃ずつ上がります。

(1) 0℃の氷100gをとかすのに必要な熱は、水100gを  ℃ 上げる熱と同じです。1分間に

10℃分ずつの熱が加わるので、  分かかります。その間の温度は  ℃ のままです。

ヒント 80÷10 を計算します。

(2) 氷がとけきったあと、水100gを0℃から100℃まで上げるのに、  分かかります。熱し始

めてから  分後に、ふっとうし始めます。

(3) ふっとうし始めたあとは、熱し続けても、温度は  ℃ のままです。(加えた熱は、水を水じ

ょう気にかえるために使われます。)

(4) 0℃の氷200gを、同じ火力で熱します。氷がすべてとけるまでに何分かかりますか。また、ふ

っとうし始めるのは、熱し始めて何分後ですか。

ヒント 重さが2倍なので、時間も2倍です。

できた / 4問

ちりつもドリル 学校・家庭・塾・教室での印刷と配布は自由です。ウェブへの掲載・販売はできません。 1/1
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